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年 頭 の ご 挨 拶

―post コロナ時代に持続的に発展する学会として―

公益社団法人 日本金属学会 会長 中 野 貴 由

新年，明けましておめでとうございます．皆様にはご健勝で新年をお迎え

のこととお慶び申し上げます．

昨年は，新型コロナ感染者数の第 6 波，第 7 波が到来し，今も第 8 波の

真っただ中にありますが，感染者数は増加しているものの弱毒化が鮮明にな

り，コロナ禍の終息の兆しが見えて参りました．世界的にも国際会議等の対

面開催が増え，海外渡航，さらには海外からの研究者・技術者の受け入れ

も，コロナ禍前に戻りつつあります．

昨年の朗報は，2022年本会秋期講演大会を福岡工業大学にて対面開催(新規国際セッション等の一

部はハイブリット)ができたことです．2019年の岡山大会以来，実に 3 年ぶりの対面での講演大会と

なり．参加者の健康と安全を確保した活気ある大会となりました．講演数はオンライン開催時より大

幅に増加し，その数，約1,000件は岡山大会に匹敵し，数多くの会員の皆様が対面での講演大会開催

を強く待ち望んでいたことを感じる大会となりました．実際に1,500名もの参加者があり，オンサイ

トでの実りある討論がなされました．加えて日本鉄鋼協会の秋季講演大会との同時開催，さらには合

同懇親会も再開され，両学協会の発展にとって記念すべき大会となりました．本大会の開催にあた

り，大変なご尽力をいただきました中島英治大会実行委員長をはじめとする実行委員の皆様方，さら

に関係各位にこの場を借りて厚く御礼申し上げます．

金属学会執行部は， 2 年目に突入し，任期の長期化も相まって，“コロナに学び，克服する”こと

でコロナ前よりもさらにパワーアップした学会となるべく，役員一同，一致団結して様々な施策に取

り組んで参りました．

具体的には，本会出版図書の電子書籍化と会員向け無料閲覧の開始，“JIMM”としての新たなロ

ゴマークの制定(図)や学会パンフレットの制作(図)，ホームページのリニューアル等の広報活動

の強化，時代を先取りした産学共創研究会(マテリアルズインテグレーション，カーボンニュートラ

ル，アディティブ・マニュファクチュアリング，新材料・新機能創製)の創設と拡充，post コロナ時

代に対応したオンライン教育講座の開催とシリーズ化，金属学の国際的ハブ機能としての本会秋期講

演大会での国際セッションの開始と継続化，ASM International との連携事業の開始，韓国金属学会

との相互交流の再開，Materials Transactions のインパクトファクターの高水準値の維持・向上

(2021年1.377)，若手育成・助成制度とシニア

会員制度の充実を実施して参りました．さらに

今年 1 月からは，金属・材料研究をスタートす

るまでの小学生～大学生までを対象にユース会

員制度を設け，金属材料学の面白さと重要性を

早い段階から理解していただくための体制を整

えました．



図 3 JIMM-SDGs デザイン．

加えて，昨今のコロナ禍を含む世界情勢の変化を

鑑み，2030年に向かっての持続可能な開発目標であ

る SDGs(Sustainable Development Goals)をこれま

で以上に強く意識し，17の目標と169のターゲット

のうち，当会と関係の深い目標については，ポスト

SDGs を見据えつつ，SDGs 達成に向けた体制強化

と実践に向けた活動を具体的かつ強力に推進するこ

とになりました．ホームページ上に公開した「日本

金属学会における SDGs への対応強化について（本

号掲載）」で表明したように，本会のミッションプ

ランの中に SDGs への寄与を明示するとともに，戦

略推進委員会を本会の SDGs 対応の司令塔と定めて

具体的な活動を検討して参ります．また，講演大会

等の行事や委員会活動等の様々な機会に SDGs のロゴマークを掲示して，常に意識してもらうよう

にします．その一環として，図に示すような SDGs の17色シンボルカラーをあしらった JIMM

SDGs バッチを本年の春期講演大会への現地参加者には配布する予定としています．

以上のように，本会は post コロナ時代に持続的に益々発展する学会として精力的に活動をすすめ

て参ります．

本年も公益社団法人として，引き続き公益目的事業を公正かつ適切に推進して参りますので，会員

の皆様に於かれましては厚いご支援のほどよろしくお願い申し上げます．

最後になりましたが，本会会員の皆様の益々のご健勝とご発展を祈念いたしまして年頭のご挨拶と

させて頂きます．
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図 2 日本金属学会のご紹介(本会のパンフレットより)．




